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1 ． は じめ に

　 前 報 に よ っ て 、 人 び との 配色 好 悪 の 基 本

パ タ ン を 抽 出 した 。 こ れ ら とパ ー
ソ ナ リテ

ィ との 関 係 を 検 討 す る 。

　 基 本 的 に は 、好 み が 類似 して い る 人 た ち

は パ ー
ソ ナ リテ ィ も類 似 して い る の で は な

い か 。 ま た 、 好 み が 異 な っ て い れ ば 、 そ の

背景 に あ る パ ー
ソ ナ リテ ィ も異 な っ て い る

の で は な い か 、 と仮 定 で き よ う 。 そ こ で 、

前 報 に よ っ て 抽 出 さ れ た 好 悪 パ タ ン 上 の 特

徴 と、性 格 検 査 結果 と の 関係 を 知 ろ う とす

る 。 あ わ せ て 、 前 報 で と りあげた 配 色 の 諸

基準 の 影 響 に っ い て も検 討 す る。

2． 方法

　配 色見 本 2 点 を 組 み 合 わ せ て 提 示 し 、

「好 きな］ 方 を選 ば せ た 。 ま た 同
一

被験者

に 性 格 検 査 を 実施 した 。

　（1｝ 前 報で 使用 した 配 色 見 本 の うち か ら

選 び だ して 、二 色 配 色 60対 、三 色配 色 63対 、

合 計 123 対 の 配色 見本 対 を編 成 した 。 対 を

構 成 した 基準は主 と して 次 に よ る 。   前報

の 数量 化 3 類に よ っ て 導 か れ た 各軸 ご と に

両 極 に 位 置す る 配色 。   各軸 を 直交 させ た

空 間 で 反 対 の 象 限 に 含 ま れ る 配色 。   前 報

に 紹介 した 配色選 定 基準ω に よ る配色 。 つ

ま り、 色彩 感情空 間 に お い て 相対 立 す る 関

係 に あ る 配 色 。

　（2｝ 性 格 検査 。 　『YG 性 格 検査 』　（
一

般

用） を、定 め られ た 実施 方法 ・判 定方 法 に

よ っ て 使 用 した 。

　（3） 被 調査 者 。 美術 系大 学生 64名 （男 24 、

女 40） 。

　 ｛4） 手 続 き 。 通 常 の 教 室 で 、 配 色 見 本 対

を 5 秒 程 度 提 示 して 「好 き な 」 方 を 選択 さ

せ た 。 そ の 後 、性 格検 査 を実施 した 。 二 者

択
一

形 式 を と っ た 理 由 は 、絶 対 判断 よ り も

好 み の 特 徴 を鮮 明 に と らえ得 るの で は な い

力丶 ま た判 断が よ り安定 す る の で は な い か 、

と考え た た め で あ る 。

3 ． 結 果 と考 察

　 （1｝ 好悪 パ タ ン と性格 検査 結 果 と の 関係 。

好 悪 デ ータ を、二 色 配 色 ・三 色配 色 ご と に

数量 化 3 類 に よ っ て 解析 した 。 5 軸 ま で 計

算 し、 そ の 累積寄 与率 は 三 色 配色 が 37．4％ 、

二 色 配 色が 34．8％ で あ っ た 。 次 に 、各軸 の

数値 と、　 rYG 性 格 検 査 』 の 特 性 ご との 値

お よ び各系統 値 と の 間 の 相 関 係 数 を求 め る

と、 表 1 の と う りで あ る 。 こ れ は二 色配 色

の ケ ース で あ るが 三 色 配色 に お い て も、 極

め て 似 通 っ た 傾向 が 認 め ら れ て る 。 好 悪 デ

ー
タ の 第 5 軸 に 性 格 との 深 い 関 係が 読 み と

れ る 。 よ り大 きな寄 与率 を もっ 第 1 〜 4 軸

と性格 特性 との 関係 が 相 対 的 に 希 薄 の 点 は 、

こ れ らが こ こ で と りあ げ た 性 格 特 性以 外 の

要 因 に よ る もの か 、 よ り普 遍 的 な 快 さを反

映 して い る もの で あ る か 、 今 後検討 す る 必

要 が あ ろ う 。

　第 5 軸 と相 関の 高 い 特性 は 、端 的 に は E

系 統値 と D 系統値 と に集約 さ れ る 、 と見 て

よ か ろ う。 E 系統 値 は 「情 緒 不 安定 、非 活

動 的 、 非衝 動 的、 内省的、 非主 導 的」 、 D

系 統値 は そ の 逆 に 「情緒 的安 定 、 活 動 的 、
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衝動 的 、 内省 的 で な い 、 主 導 権 を握 る 亅 と

い っ た 傾 向の 指標で あ る 。 12の 性 格 特性 を

6 つ の 性 格 因子 に 要 約 す る と、　 「情 緒 の 安

定 」 お よ び r非主 導 権 j の 両因 子 が 好悪 の

第 5 軸 と特 に 高 い 相 関 を 示 して い る 。 前 者

が 躁 うっ 質 とか か わ る 特性 で あ る とす れ ば

色彩実験や ロ
ー ル シ ャ ッ ハ ・ テ ス トに お い

て 同気質 が 色反 応 優 位 の 傾 向 を見 せ る 点 と

合 致 じて い る こ と に な る 。 ま た 、 後者 の う

ち 「社会的外向 1 に っ い て は、 ア イ ゼ ン ク

の 性格論 との 関係 を推 測 した い 。 彼 は、色

彩 の み な らず造 形 芸術 の 好 悪 が 向性 に 規定

さ れ 、 さ らに 向性 は大脳 皮質 の 覚 醒 水準 に

規 定 され る 、 と推測 して い る 。 今 回 の デ ー

タ に お い て 、 社会 的向性 が 好悪 と あ る 程 度

の 格 関 を示 した 事実 は 、 ア イ ゼ ン ク の 指 摘

と の 関係 で さ らに 分析 す る 必 要が あ ろ う。

　 12の 性格 特 性 ご とに み る と 、 5 ％ 以上 の

有意水準 に よ る場合 、好 悪 パ タ ン の い ず れ

の 軸 と も相関 が認 め られ な い の は 、 次の 4

特性 で あ る 「抑 う っ 性 」 「神経質 」 「協調

的 j　r攻 撃 的 1 。 ま た 、 三 色 配 魚 の ケ ー ス

で は 、　「抑 うっ 性 亅　 「劣 等 感 j　「客 観 的】

「協 調 的亅 の 4 尺 度 に お い て 同様 の 水準 で

有意 性 が 認 め られ な い 。 両 ケ
ー

ス に 共 通 す

　 　 　 　 　 　 表 1

る 特 性 は 「抑 う つ 性 」 と 「協 調 性 亅 で あ り 、

こ の 2 特 性 に つ い て は配色 好悪 と の 関連 が

小 さ い と見 込 む べ きで あ ろ う。 た だ 、 病 者

の 絵 画 表 現 に お い て 抑 うつ 傾 向 は色彩 使 用

の 特 徴 と 結 合 す る 事実 も指摘 さ れ て お り、

今 後 さ ら に デ ー
タ を蓄積 した 方が よ い と思

わ れ る 。

　 上 述 の よ うに 、 二 色配 色 、 三 色配 色 と も

相 関係 数 の 傾 向 は近似 して い る 。 したが っ

て 配 色 好 悪 と性格 特性 との 間 に は あ る 程 度
一

貫 した 関 係 が 存在す る と み な して よ い
。

た だ し、 そ の 関係 の 強 さ は 、 相 関係数 に し

て 最 大 で も0．46程度 で あ る 。 な お 、好悪 の

第 5 軸 の 色 彩 上 の 特徴 は 、 基 本 的 に は 色 柑

よ り も トー
ン に 規 定 され て い る よ うで あ る 。

概 して 低 明度 の ト
ー

ン 、 また ト
ー

ン の 関係

が 配 色 の 原理 に は ずれた 配色 を好む 者 と、

明 る い トー ン や 配 色の 原理 に合 っ た配色 を

好 む 者 と が 対 極 をな して い る 。

　（2｝ 配色 見本 対 に っ い て 。 　123点 の 配 色

見 本 対 ご と に 、 各性格 特性 の 租点 の 平均値

に 差 が あ る か 否 か を み て も 、 ほ ぼ上 述 の 傾

向 に 近 い 特 微 が 認 め られ る 。 情 緒安 定性 ・

主 導 性 に 差 が み られ 、社会 的適応 に 有意差

が 定 め 難 い 。

配色好悪パ タ ン と性格特性と の 相関係数 （二 色配色）
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